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　あれこれ迷いながら、ユミコは原稿の英訳を進めた。

　創作物というものは書かれていることの真偽を確かめようがないから、誤って訳してしまう可能性は多々ある。筆者本人に確かめればいいのだが、肝心のその人はこの世にいない。


それでも……なにか参考になりそうなものはないかと考え……ソフィアからの手紙は全部とってある、とエドミールが言っていたのを思い出した。


ソフィアからの最後の郵便物はハガキで、文面はなく、スケッチだけだった。ストライプ柄のシャツの、若い男の後姿。『セーヌ河畔の青年』と走り書きがある。消印はパリ。


「そのハガキが届く前、一週間くらいの間に、いろいろとおかしなことがあった」と、エドミールは言った。

「ある日、電話がかかって来た。家族しか知らない番号で、私はソフィアからだと思ったが、相手は若い男で、すぐに切れてしまった」


「…………」


「私が送った手紙が、受取人住所不明で戻ってきた。執事が送金しようとしたら銀行口座が存在しなかった。音楽学校は入学もしていなければ授業も受けていなかった。それきり、ソフィアは消えてしまった」


「物語に登場する、ディミトリエさま、という方は？」


「ソフィアに言い寄っていたエドアルド・ディミトリエのことだな。彼は行方不明だ」


「行方不明？」


「ソフィアの失踪と関係があるのかと思われたが、そうじゃないらしい。なにか不祥事を起こして実家から勘当されたとか」


「……まあ……」


「ソフィア本人から手紙が来たのは、連絡がつかなくなってから二年くらい経ってからで、大公家の人間としての責務をすべて放棄するというものだった。その時に、子どもがいるとわかった」


「…………」


「父の部下が手紙の消印をたよりに、彼女を探しに行った。そこで見つけたのが、この間の、あのアデレードの屋敷だ。彼女はそこに住んでいた。私は会いに行きたかったが父に止められた。きつく止められた。そしてある日、宮殿の彼女の部屋にあったベーゼンドルファーがなくなっていた。それから間もなくだった、彼女が亡くなったのは」


「…………」


「と、まあ、私がソフィアについて知っているのは、それくらいです。役に立ちそうですか」






＊






――ブリュッセルの桧山健からもソフィアについて問い合わせがきたので、ほぼ同じ話をした。ユミコが男の後姿をスケッチしたハガキに興味を示していたので、撮影して送ってやった。


その話をユミコにすると、原稿について健と話したいという。「どうぞどうぞ」と言っておいた。できるかぎり、正確な翻訳で読みたいものだ。


それから一週間後、できあがった英訳を受け取った。


健とユミコの間で擦り合わせがされたその『物語』は、まさに怪文書だった。
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　翻訳者として、大公父子の私的な通覧の場に同席したユミコだった。質問などされれば答えなければならないから、緊張する。


日本語の元原稿はかなり軽い調子で書かれていて、そのニュアンスを壊さないよう気を遣ったが、それは伝わったかどうか、あやしい、とユミコは感じた。父も息子もひじょうに深刻に受け止めている、というか、緊張している様子がうかがえた。


　やっかいなものを引き受けてしまったものだと、改めて思った。自分で持ち込んだのだから致し方ないのだが、まさか、娘が書いた物語のヒロインが、実在する大公家の一員だったとは。


　十数年前に女子高校生が書いた物語と、三十年前のエドミールの記憶とはほぼ一致していた。


書かれていることはおそらく事実なのだ。想像するに、ソフィアの兄と甥の衝撃は計り知れない。彼らの、ソフィアは奪われたのだとの思い込みはまさしく思い込みであって、事実は違う。ソフィアは助けられたということではないか。


　ただ、ユミコにわからないのは、金きんについてのくだりである。大公家が莫大な金を独り占めし、国民を騙しているというものだ。桧山健にとっても門外だろうと思い、話題にはしなかったのだが……どうなのだろう……

もし、本当ならば、由々しいことではなかろうか……


「衝撃、としか、言いようがない。ほかに言葉が見つからない」というのが、ソフィアの兄アランデルの第一声だった。甥の方もうなずいて同意する。「まったく」、と。


「父上……」

「うむ……」

　

　ユミコは固唾をのむ思いだ。


「竜門渕ユミコどの。そなたには礼を申さねばならぬ」


　アランデル氏からの思いがけない言葉に、とっさに返す言葉が出て来ない。訳者としての自分に向けられたというより、かつて失われた家族、ソフィアに対する溢れんばかりの思いが言葉の背後に波打っていた。

ユミコはただ礼を返した。彼らの思いは圧倒的な波となって打ち寄せてきて、胸がいっぱいになり、そうすることしかできなかった。


「まるで……」と、エドミール。「先日の私の思い出話をそのまま物語にしたかのようだ。十数年の間、貴女のもとで封印され、保管されていたそうだが、その方が信じがたい。……信じられない。この物語には、計り知れないメッセージが隠されている。ユミコさん、貴女も不審に思われたかもしれない、そのことです」


（金に関すること？）


「率直に、どう思いますか」


「……あたくしは、日本語で書かれている通りに英語に直しただけです。翻訳とはそういうものです。その内容について判断したり感想を述べる立場ではございませんわ」


「では……その立場をいったん忘れてください。一読者として、どう思いますか」


　ユミコは困惑しつつ、質問してくるエドミールを正面から見た。内圧が高まるのを感じる。想念上で切り結ぶ、といった感じだ。火花が散るイメージをさえ感じた。このひとの問いには全身全霊で応えなければならないと思った。そして、尋ねた。

「思うところはございますけれど、申し上げてよろしいのでしょうか」


「ぜひ」


「正直申しまして、わかりません。このお話がされた時、ソフィアさまは困惑と反発とを感じておられます。あたくしも同じ思いです。

ひじょうにショッキングな内容であるのに、その真偽も根拠もなにも示されていません。判断するには材料が少なすぎます。そのうえで、肉親への中傷めいた糾弾……ただ相手を翻弄し、混乱に陥れるのが目的で持ち出された話のように思われます。

一読者からすれば、妖怪のような人物への嫌悪感、同時に、あるいは一方で、事の真偽を知りたいという気持ちにさせられます」


　本当にそう思うのだから仕方がないわ。そんな思いで、ユミコはエドミールを見返した。


　どのくらい、そうしていたものか。ふたりは同席しているアランデル公の存在すら忘れて見合った。
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　アルベルト・フォン・ラウレンス氏とは、ユミコは初対面だった。明るい目が印象的な人物。

Ｈ＆Ｌ財団のＨはヒヤマ、Ｌはラウレンスなのだと教えられた。そのふたりがポルタアウレア宮殿の奥、エドミールの私室に顔を揃えている。


「思えば、あれから一年、感慨深いことだ」、とエドミール。


「ええ」、とラウレンス氏。「このメンバーで、かの情報が共有されたのは一年前。ここにもうひとり、新たなメンバーをお迎えすることになろうとは。ひじょうに感慨深い。ようこそ。ユミコさん」


「――恐れ入ります――」


「気楽にしてください、と言っても、無理かもしれないが、ユミコ、『Fairy tale』の存在を知ってしまったからには、あなたはここにいるべきなのだ。なぜなら……『Fairy tale』に書かれていることは、すべて真実だから」


　いつもならここで、健が、

「十一歳のエディがちょっと生意気でとてもかわいいのも真実だ、とかいうんだろ」、

などと言いだして収拾がつかなくなるところだ。こいつ何か言いたそうだとエドミールは身構えている。ラウレンス氏もちょっとハラハラしている。微妙に一触即発の雰囲気である。


が、このような場、レディ……彼女にはその高貴な称号が贈られていた……の前で、子どもじゃあるまいし、しょうもないドタバタは控えようと健は思っていた。それで、大事なことを持ち出した。






＊






「『Fairy tale』に書かれていることはすべて真実であると、そう断定できる根拠は、四つ。


ひとつは、ソフィアのパリ滞在中のエドミールの記憶です。彼女がセーヌ河畔で出会った青年をスケッチし、投函したハガキの消印の日付と、エドミールが受け取った日付の間に一週間あります。パリ-ポルタアウレア間の郵便事情から妥当な日数です。

物語の上で、投函の翌日、ソフィアは借りていたアパート、通っていた音楽学校、口座を持っていた銀行を訪れ、そのいずれからも、自分の名が消えていると知ります。


彼女はマリアンナという同年の少女と同居していたはずで、ポルタアウレア在住の家族に三十年前のことを問い合わせてみたのです。すると……その名前の娘がいたことはいたが大公家の姫君の留学に同行してはいないというんです。その年、マリアンナは父親と南アフリカへ旅行し、病気のため現地で亡くなったそうです。物語とマリアンナの遺族と、どちらが正しいのかわかりませんが、マリアンナが実在したのは確かです。


話を戻しますが……自分の身になにか尋常ではないことが起こっていると知ったソフィアは、パリ市内でディミトリエ氏を見かけます。彼は南フランスにいるはずなのにおかしいと思い、跡をつけ、ある美術館で、自分が狙われていると知ります。ソフィアと行動を共にしていた旅行者のコウイチとは必死に逃げ、宿泊中のホテルにたどり着きます。ソフィアの身に危険が迫ってると悟ったコウイチは、彼女の荷物から連絡先を探し出して電話をかけるのですが……それが夕刻」


「私がその電話を受けた。夕刻だった。相手は私の名を知っていて、自分はコウイチだと名乗った」


「ちなみに、パリとポルタアウレアとはほとんど時差がありません。その日の深夜、ふたりはパリを発ち、オーストラリアへ向かいました。もし、コウイチのパスポートが遺されていれば、入国日を確かめられるのですが……」


「ないのか」エドミールの情け容赦ない追及に健はうなずく。


「二つ目は、僕の存在です。三十年前、ふたりはオーストラリアへ着き、そこで暮らし、父コウイチと母ソフィアの間に僕が生まれた。


そして、三つ目」






＊






「ソフィアが異世界の生き物と呼んだモノも実在するのです」


「それは――ベネ」言いかけたユミコを健はすばやく手で制した。


「その名を口にしてはいけない。彼は実在する。異世界の妖怪。先般、イリチヤはそいつに襲われたんです」

　

「え！？」


「本当です。むしろ、『Fairy tale』に一文字たがわずその名があった、そのことの方が……驚きです」


　ラウレンス氏もエドミールもうなずいている。


「信じられません……」


「ええ。我々、みんな、信じられないでいます。もっと信じられないことに……これが四つ目ですが……その妖怪……妖怪"Ｂ"と呼びましょうか……が、ポルタアウレアの黄金についてなんらかの情報を持っていたことです」
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「ポルタアウレアの黄金。それも本当のことなんですね？」

　ユミコは健を見、エドミールを見た。

大公家は莫大な黄金を国民に隠している、と、かの妖怪、"Ｂ"は言っていた。はたして、それも本当だと？


「お話しましょう。しかしどこからどうお話したものか」、と口を切ったのはラウレンス氏だった。


「そう、時系列でいきましょうか。百年ほど、時間は遡ります。大公セーラムの治世のポルタアウレアを、大地震が襲いました。その時に新たな金鉱が見つかったのですが、セーラムの地質学の教師をラウレンスが、経済学の教師を桧山が務めていた時でした。そういう時代があり、我々三人のご先祖たちが金鉱発見に立ち会い、なおかつ、公表はしないと決めたのです。


何故公表しなかったのか。なにより、当時の世界の情勢からして、できなかった。もし公表していたら……想像したくありませんが、ポルタアウレアは恐ろしいことになっていたでしょう。その恐れは百年経った今でも変わらない。そしてなにより、世界がひっくり返る。世界の経済が大混乱に陥ることが容易に考えられるという、桧山の示唆に、セーラム・アウレアとラウレンスはその通りだと考えた。新たに見つかった金鉱はそれほどの品質と量とを具えていたのです[1]」


「国民を騙しているというのは、"Ｂ"の詭弁……？」


「ソフィア様は"Ｂ"の言うことを信じていませんでしたね。直感で詭弁だと思われたのでしょう。我々三人とアランデル公がポルタアウレアの黄金についての明確な情報を共有したのは一年前。ほかの誰もこのことを知りません。


ですから、レディ、この『Fairy tale』という物語がどれほど……危険なものか、わかっていただけるでしょうか」


「危険、なのですか？」


「この妖怪、"Ｂ"はいくつも奇態なことをしています。Ｈ＆Ｌ本部建物の中から子どもをさらい、ベルギー空軍から軍用ヘリを盗んでそこへ監禁し、結局同軍に撃ち落とされましたが、いまだぴんぴんしてる。けっして、あんぜんな存在ではありません。

それで、竜門渕さん、届けていただいた奈々子さんの遺品ですが、原本は処分させてもらいました。あなたにお渡ししたコピーも、早急にそうしてください。パソコン内のデータも」


　健の言葉に、え、でも、とユミコは思わずエドミールを見た。彼はそれでいいのか。


「あの妖怪はどこから、どうやって侵入してくるか、わかっていない。音声からかもしれないし、文字からかもしれない。電子的なデータ、あるいは、まったく別の手段かもしれない。不気味で恐ろしい奴だ。


物語を翻訳し、あるいは読み解こうとする作業のなかで、"Ｂ"の名は幾度も貴女の思念に登場したはず。それだけで"Ｂ"を刺激したに違いないのです。


物語は隅々まで頭に入っている。ですから、資料はなにひとつ残すまいと決めたのです。……わかってください、ユミコ、私は貴女を危険な目に遭わせたくない」


　エドミールは切実にそう訴えた。


　大公家の女性で"レディ"の称号とともに呼ばれるのは、現在、大公妃マルガリータだけである。そこにユミコが加わることになった。その称号を贈るにあたって、エドミールは告げた。「私が貴女を護りますから」


　ユミコはテーブル上の自分の手に目を落とした。


「原稿を訳しながら、あたくしなりに考えたことがございます。お話してよいものかどうか、迷っておりましたのですが……mitsuha は……奈々子を通してこの物語をつづりました。なぜそんなことを。竜門渕の祖である mitsuha は人間として生きることはできても、時間がひじょうに限られています。十代半ば、十五年ほどの命を生きて世を去る運命にありました。時間が残されていない、間もなく去らなければならない。そんな人生の終わり際に。


　ただ桧山健さんに会うこと、それが彼女の人生の目的でした。なぜなら彼は、mitsuha の子にイリチヤと名前を付けた人。魂体としてのイリチヤを導き、イリチヤ自身がそう望んだ人ですから。


ですが、だからといって、あなたの過去世にはこんなことがあったのだと明かしたところで、真に受けられるどころか、むしろ――

今の世はそういった話を受け付けないところまで深く沈んでしまっています。もしかしたら mitsuha は失望し、また焦ったかもしれません。このような物質界への沈潜は誰もかつて経験したことのないレベルですから。

健さんの心を動かすには、長い時間と、人間関係の中への様々な根回しが必要だったはずです。そのひとつが、"書き残す"ことだったのでしょう。それが健さんの拒否にあうだろうということも、受け取っていただくまでに幾年もの月日がかかるだろうということも、承知の上で……


けれども、腑に落ちないことに、『Fairy tale』には健さん自身に関わることはひとつも出てきません。なぜなのでしょう。

もしや mitsuha 自身と健さんの母君であるソフィアさまとの間に、何か関係があるのでは思われるのですが、どのような関係なのか、残念ながらあたくしにはわかりません。


すると――ある時、ふと見えたんです。

かつてのソフィアさまには……コウイチさまとごいっしょでした……とても、つらい過去がおありだということが。その時も、おふたりはおさなごを独り残して行かなければなりませんでした……」


「ユミコ、貴女にはソフィアの過去が見えると？」

「ええ、 mitsuha の力の名残りのようなもので、自在に使える力ではありませんけれど、ふっとわかってしまったんです」


　ユミコがソフィアの過去について言及した時、健とラウレンス氏とが驚いたように目を見交わしたことを、エドミールは見逃さなかった。


「……そのような光景は mitsuha にとって堪えがたいものでした。彼女自身、愛児を取り上げられるという理不尽な経験から、共鳴を起こしてしまうようなのです。メルノとの間に起こった事象に似ています。


mitsuha とソフィアさまと。なんの接点もないふたりに、かつての共鳴現象がこの世界でも起こったのだと、そう思えてなりません。それゆえ、『Fairy tale』は遺され、お子様である健さんの手に渡るという……」


　ユミコは途中で言葉に詰まり、


「奇しくも、イリチヤは mitsuha の子で、健さんはソフィアさまのお子。健さんの子・真くんの魂体はイリチヤ。見えない糸を感じずにいられません。


　健さんの奥さま、ひろさんが、これは奇跡だ、と。心から、同感いたします。これは愛の奇跡です。ですからあたくしは……この妖怪じみた人物"Ｂ"の言動に、憤りともいえる感情を……」


　昏い感情を振り払うように頭を振る。


「原稿は娘の遺品ではありますけれど、こうして皆さまが受け取ってくださった。それで十分です」







	

第三部　第十八章『 Gold standard』参照 ⏎
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　Ｈ＆Ｌから借りて来たノートパソコンを開けて翻訳に使った資料をすべて削除し、初期化を健が引き受け、ユミコとエドミールは部屋に備え付けの暖炉でコピーの類を手分けして燃やした。夏の暖炉は少々暑かったが。


そういった作業をしながら、健は話し始めた。「物語のあの終わり方は、がっくりきますね」、と。皆がうなずく。高校生が放課後の限られた時間で執筆した、続きは明日書くつもりだった、とわかっているものの。


「オレは両親の遺品というものをなにももっていない。父は日記すらつけていなかったし、母の写真一枚残っていない。おかしなくらい、両親はオレになにも遺さなかった」

「ソフィアとコウイチは、あのあと三、四年をオーストラリアで過ごしたことになるんだが、コウイチは当時ウィリアムスの事務所と付き合いがあったはずなんだ。それで、なにか知っていることはないか、デビッドに訊いてみたんです。ほら、Ｈ＆Ｌの、オレの先任の」


「ええ」とラウレンスはうなずく。


「当時、デビッドの父親セオデリックが健在だったのでデビッド本人はとくに自分に関わりのないことはよく覚えてないそうで……三十年前のことですからね、

ただ、セオデリックがコウイチの三歳の息子……オレのこと……に振り回されて手を焼いていたと。その日にコウイチ夫妻が事故に遭ったので、それだけはよく覚えているというんです。セオデリックはそもそも三歳の幼児を預かるような人じゃないのに、と」






＊






デビッド・ウィリアムスはそれほど長くない会話のあとに訊いてきた。「その後、ウインディ・サトウは？」、と。






＊






「夫妻はなにか重要な用事があって、それで子どもを置いて行ったのか、それとも……」


「それとも……？」


「いや、憶測です、ただの。根拠はなにもない。でも、さっきエドミールがユミコさんに言ったことを聞いてて……この人を危険から遠ざけたいという……そういう気持があって、自分たちから子どもを、オレだけ、引き離したんじゃないか……」


　ユミコもエドミールも、火中にペーパーをくべるのを忘れている。


　健は、まずい、と思った。自分でただの憶測だといいながら、それが真実のような気がしてきた。泣いてしまいそうだった。その一方で、何かが引っかかっている。なんだろう、なにか忘れていやしないか。


　たしかエドミールはソフィアの遺された子どもを探してセオデリック・ウイリアムスを訪ねたが、拒まれた、と言っていた。ソフィア亡きあと、遺児は間を置くことなく海を渡ってしまい、行方がつかめなくなったのだ。

それは、コウイチ・ソフィア夫妻を追っていた『危険』にとっても、同じことだったのではないだろうか。


　――ウインディ。


　もしや、ウインディは――妖怪ベネトナシュの目だったんじゃないか？

　あの妖怪はソフィアの子が現れるのを待って、網を張っていた？　そしてベネトナシュ＝ウィンディは、ソフィアの子に返り討ちに遭ったのだ。


　

　ほんのいっしゅん、健は物思いに沈んでしまっていた。


「……ケン、きみのいう『危険』とは……奴だな」


　どうしてこいつエドミールは、オレの考えていることがわかるんだろう。


「そうだ！　エドミール、じつは、間宮宮司はそれを心配していたんだ！　ああ、ユミコさんの前でこんな話はなんだが、勘弁してくれ、おたくの女性関係者にトラブルが起こるのは『あの女』が原因だと言ったのはひろだが、間宮宮司はソフィアの事故にも『あの女』の関わりを――だが――違うんじゃないか――」


　エドミールは暖炉の前を立って、健のところまでやってきて、小さな紙を差し出した。『セーヌ河畔の青年』が描かれ、パリから送られてきたハガキ。

「処分するなり、なんなり、きみが持っていたまえ」と彼は言った。「オリジナルだ」
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「"Ｂ"はポルタアウレアの黄金について、どうして知ったんでしょう」


　ラウレンス氏の呟きにエドミールは、ため息で応じる。「おそらくディミトリエ家がカギだ」


「ディミトリエ"家"が？」


「『Fairy tale』にもあるが、国の金鉱を管理している資源庁の長官が代々ディミトリエ家から出ている。

百年前の新金鉱発見の時、関係者には厳重な緘口令が敷かれ、議事録も残っていない。それこそおとぎ話のように、口伝で伝えられてきたわけだ。大公家の人間に自分の首を絞めるようなバカはいないはずだから、もし漏れるとすれば……」


「…………」


「ソフィアに言い寄っていたディミトリエのエドアルドは不祥事をおこして勘当されたというが、よほどのことをしたに違いない。厳格なディミトリエ家のなかでひときわ異色な男で、それでも当主には溺愛されていた」


「それでも勘当されたんですね」


「エドアルドは三男で、長男と次男はひじょうにできた人たちだったから。きっと彼らが容赦しなかったのだ。『Fairy tale』にあるように、売国奴のようなマネをしたとすれば、うなずける」


「なるほど……その長男氏と次男氏に話を聞くことは？」


「どちらも亡くなって代が替わってる。残念ながら」


「そうですか。エドアルド氏のキャラクターが"奴"を呼んだのか、はたまたその逆か。どちらかはわかりませんが、似た者同士は呼び合い、くっつきますからね」
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「さて。ちょっと失礼して……気分転換してくる。真のご機嫌をとらなくてはな」


　エドミールが部屋を出て行くのと入れ違いにお茶が運ばれて来、健は苦笑いした。「真が拗ねてしまいましてね」


「ワークショップの最終日に、コンサートがあったでしょう、真もアレに出るつもりで、というより、エドミールから打診されて、有頂天になってたんです。キーボードを担当するはずだったんだ。

ところが当日、プロ集団みたいな連中が大挙して乗り込んできて、子どもの出る幕はなくなってしまった。まあ、それはエドミールも同じことだったんですが、すっかりその気になってる子どもに向かって、わるいが諦めてくれと説得しなきゃならない、けれど時間がなくて十分説得できない。真は真で納得できないといって、いまだに拗ねてるというわけです」


　ラウレンス氏が心配そうに訊く。「まだ拗ねてる？」

　健は笑いをこらえてる様子でうなずく。「それで、ドクターストップがかかってるという口実を思いついたんです」


　あのショッキングな事件の当事者だった五歳の真が、なにも影響を受けていないわけがなく、彼の魂体であるイリチヤの大ケガが、まったく影響を与えないわけがない、というのが健とひろの、言ってみれば、素人考えだった。そこで、ヴァリス先生という偉いお医者様がピアノを弾いてはならないといっているんだということにしたのだった。


「ぼく、なんともないよ！」と真は言い張ったが、結局、『偉いお医者様の言いつけだから』と言いくるめられ、コンサートデビューは時間切れで無しになった。

そのことをレル・ヴァリスは事後報告として受け、笑って聞き流していたが、五歳児にとってドクターストップというイミフな言葉とヴァリス先生という偉いお医者様の存在は、そののち真の心にカゲを落とすことになるのだが、それはまた別のお話である。


　真は今両親に連れられて、ポルタアウレアに来ている。物質化した魂体と肉体とが同じ空間に長時間在ると、双方にどんな影響がでるかわからないという、間宮宮司の懸念からであった。このあたりは娘のひろと考えることが同じだったのだった。
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「ラウレンス先生、ポルタアウレアとは、黄金門なのですね？」


「ええ……現アランデル大公と子息のエドミール氏とはかつての黄金門市の皇帝と子息にして副官バイスロイの関係そのままです。この世界での彼らの使命は、まさにポルタアウレアの黄金を守護すること」


「その黄金とは、どういうものなのでしょうか」


「それは――ユミコさんの魂はメッサナ出身と伺いましたが――」ユミコはうなずく。「ならば、『化学者の館』をご存知でしょうか」


「存じております。メッサナの智、そして徳性の最高峰」


　健は思わずユミコを見て頭を振った。

「『化学者の館』をそのように認識されているとは！　おおかたの人間は文字通り、化学者のあつまりだと考えてしまうのですが」

　ラウレンス氏も同意する仕草を示す。


　当時の智と徳性の最高峰たる人々が、後世の人々の繁栄を願って遺した、物質化した太陽光線。それがポルタアウレアの黄金なのだとラウレンス氏は言った。

「ポルタアウレアはその守護者であり、その理念の駆動者がＨ＆Ｌなのです」


「それゆえにこの時代においてポルタアウレアは特殊な立場に置かれ、Ｈ＆Ｌは特殊な任務を果たす。我々には物質化した太陽光線の両輪たる自負がある。

ポルタアウレアの存在は理念の上でも物質的にも黄金の上にある。それ黄金が、個人が私わたくしできるものではないということなど、いうまでもない。

『Fairy tale』における"妖怪Ｂ"は、このことについてなにも理解していない。彼の知識は生半可で、言い分は有害なだけだ、我々はそう考えている」


「エドミールさま――」


「ユミコ、貴女が知りたかったのはそういうことだろう？」


「ええ。まさしく。ありがとうございます。エドミールさま、みなさま。

ところで……あの、たいへんしつれいですけれど、あたくし、おふたりを存じ上げないような、気がするのですが……」

　ユミコは指先を頬にもっていって、若干、途方に暮れた様子。


　健とラウレンス氏は、はた、と互いの顔を見た。「これは。片手落ちでした。こちらこそ失礼をいたしました。我々は国籍はそれぞれ違えども、ネウトラ評議会の出身」


「え――ということは――ヤスウさまとは？」


「ヤスウ？　どうしてヤスウをご存知なんですか――」


　ああ、とユミコは目まいを覚えた。この人たちとヤスウは旧知の間柄だったのだ。


「かつてメッサナのメルノは世界の果ての島へと亡命し、その後 mitsuha と名を変え、やがて竜門渕の礎に。ヤスウさまは mitsuha の配偶者です――」
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　バラ園の中にあるあずまやで、健はひとり月を見上げていた。ブリュッセルでの事故から一ケ月経つ。事故の後始末やら何やら、落ち着かない一ケ月だった。壊れたバンケットホールはイリチヤが少しずつ復元。いっぺんにやりたがったが、ドクターのストップがかかった。「焦らずに少しずつやりなさい！！」、と。それでも二週間かけ、二週間目のある日、完全に元通りのホールを目にした者は夢をみているようだと思ったものだった。

外観、内装、インテリア、機能、なにからなにまで、すっかり元通りだった。


　いちばん喜んだのは、ほかでもない、健だった。

修繕するのにいったいいくらかかるんだ、損害保険はどうなってる、まさか桧山家も負担しなきゃならんのか等々、気に病んでいたから、その心配から開放された時は脱力する思いだった。やはり金銭が関わることにはたいへん敏感なのである。


　しかし、今日の話は、メンタルに堪えた。健自身ではなく、ヒューダーにとって。

ヒューダーとしての記憶の中に、幼少期の思い出がほんの少し、残っている。ひじょうに厳しい自然環境の地に、彼の両親は何かの調査のために評議会から派遣されていた。食糧が自給できる土地ではなく、補給に頼る生活だった。ヒューダーはそこで生まれた。

外を強風が吹き荒れ、風にあおられた海水の飛沫が瞬時に凍りつくような土地で、建物内部は灯りがともされ、火が燃え、残りを気にしながら食糧を分け合った。

《ヒューダー、ママのを半分あげるわ》

《じゃあ、ぼくの半分をパパにあげるね》

《そうかい？　なら、パパの半分をママにあげよう》


　両親はいつも笑っていた。暖かく、幸せな食卓。


　セーヌのほとりで若いふたりがガレットを分け合う描写を、なんとなく懐かしく甘酸っぱい思いで読んだ健だった。まさかあの酷寒の岸辺の、調査棟の食卓での光景そのままだったとは。


もういちどあの頃に戻りたいとは、思わない。幸せな夕餉は悲惨な事件へとつながっていく。あの時も自分は独り残され、今生でもまた。今の自分には家族も豊かな人間関係もあって、決して孤独ではないのに、それなのに、筆舌にしがたい、身がすくむような孤独を感じる。それはおそらく、理不尽に両親を奪われたという気持ちからだ。
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　バラの植栽の間を白い人影がやってくる。服装も頭髪も月光に淡く輝き、まるで幽霊のようだ。


「幽霊はないんじゃない？　せめて精霊のようだっていってほしいな」


「――何しに来た」


「何しにって。お迎えに」


「オレはまだ死にたくない」


「もう。何言ってんの、大丈夫？？　さっきメールしたじゃないか、見てないの？？」


　ほら、と取り出した携帯は――


「それは真に買ってやったおもちゃ」


「ぼくをなんだと思ってんの？　改造したんだ。画面6.3インチ、6コアCPU、超広角カメラ搭載、ビデオ再生33時間可能、でも画面が物足りなくてバイタルモニターにつないでアニメ観てたらヘルガ先生に死ぬほど怒られた」


「通信料金は誰が払うんだ」


「そんなことより、早く行こう、夜が明けちゃう。どこへって、パリだよパリ。

ケ・ブランリー・ジャック・シラク美術館、メソアメリカゾーン」














３２・「mysterious document」
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番外編『Fairy tale』と対になった『mysterious document』、怪文書です。


ちょっと詰め込み過ぎの気がしますが、番外編『Fairy tale』をパスしても話が通じるようにとの、筆者の深謀遠慮（？）によるものです。


時々こうやって話を整理しませんとね、筆者も何を書いたか忘れてますので。


それにしたってなんて色気のない表紙なんだか。けど、これだけブキミな表紙にされればベネさんも喜んでくれるでしょう。
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